
′

Share the′亀Qurney
排除ん:』島キャンペーン~~~V

|‖L~ ― 」鵬四■-0

ｄ
■
■
【
―
川
―
ロ

Hコ 己
7E‖

Iヨ   リヾ■副」L

T

″

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ じ い

―
―
―
一

Eコ

し し

日

私たちは、 しばしば
ニュースなどで世界各地の

難 民 の悲惨な様子を目にしま九

と き 2019年 5月 25日 土曜日
10日寺‐12日寺

日本にも、母国での紛争や迫害などで命の危険

から庇護を求めて避難してくる人々が

年間1万人を起えました。
しかし、こうした人 が々難民として認定されるの

はわずかです。2017年、

難民認定率は約 0.2%
日本に助けを求めてきた難民は今、

どのような状況に置かれているのでしょうか?

そして、そのような人々に対応する

本の難民政策は
どうなつているのでしょうか?

実際に、多くの難民申請者と協働し、

また、入管収容施設に収容されている外国籍の

方々との面会を重ねながら

弁護士としての支援を長年続けておられる

駒井知会さんのお話を伺いながら学び、

彼ら・彼女らに対して

か し ま だ

ところ カトリック鹿島 教会
■ ■

■ ■

講  師 駒

1階ホール

神奈川県川崎市幸区下平間 143

JR南武線「鹿島田」駅より  徒歩3分
JR横須賀線「新川崎」駅より 徒歩10分

ヽち え

知 会 さん 弁護士
ま ι

私たちはどのような支援が
できるのかを共に

え い ご  どうじつ うや く

英語の同時通訳があ ります

Eng:ish¬ranslation Aψ ailable

主 催

カトリック横浜教菫難良移住移動者委員会
ENCOM YOKOHAMA

共 催

日本カトリック難民移住移動者委員会
カリタスジャバン

お問い合わせ

ENCOM YOKOHAMA

TEL 045¨315‐7040  FハL)(045¨ 315‐7080

encomyoko@gmaiLcom
考えていきたいと思います。

日


